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令和５年４月２７日 

                                                 文化振興課 

 

八代市厚生会館の今後の方向性について 

～文化・芸術拠点の機能は文化コンベンションセンター(仮称)へ継承～ 
 

     

令和元年６月から休館としておりました八代市厚生会館につきましては、 

当会館の文化・芸術拠点の機能移転に関して、今後の方向性を下記のとおり  

整理したことから、今般、閉館とすることと決定しました。 

 

１．経  緯 

令和元年６月：お祭りでんでん館の建設に伴い休館 

令和３年２月：劣化度調査の結果、約２０億円の改修費用が見込まれることや文化

ホール等あり方検討会での意見、市民アンケート結果などを踏まえ、

「ホールとして再開しない」方針を決定 

令和３年３月：市議会経済企業委員会にて、上記の方針を報告 

令和４年５月：ホワイエ部分の利活用に係る民間提案を募集（※応募なし） 

 

２．理  由 

・休館以降、老朽化に伴う費用の問題や興行面での採算性、駐車場不足などの課題

を解決すべく、あり方検討会を含め議論を行ってきた 

・ホールとして再開しない方針を決定して以降も、機能をいかにして維持するか、

検討を積み重ねてきたところ 

・今般、閉館の決定とともに、以下のとおり今後の方向性を整理したこと 

 

３．今後の方向性 

〈文化的価値〉 

文化コンベンションセンター（仮称）内における音響空間を備えたホールとコンサ

ートや大規模スポーツイベントなども開催可能なアリーナの整備、及び厚生会館

記念スペース設置による継承 

〈賑わいの創出〉 

官民連携した跡地における文化・芸術イベントの開催や桜十字ホールやつしろの

利活用促進 

〈建築的価値〉 

ＶＲやデジタルアーカイブ等による記録・保存、模型製作、メモリアル事業実施 

  

４．閉館時期 

  令和５年６月定例会に、廃止条例を提案予定 
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